
平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 09

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

35 22 100 3 1 2

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 35 25 100

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 35 28 100

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ ■ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

371 3,362 100 3 2 3

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 271 3,035 100

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 257 2,514 100

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ ■ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

35 2,007 100 3 5 4

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 35 3,035 100

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 35 2,514 100

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ ■ （ 人 ） （ 件 ） （ ％ ）

□ □ ■ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

35 6,247 100 3 1 2

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 食 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 35 6,327 100

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 食 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 35 6,156 100

近隣市
状況

□ ■ □ ■ ■ （ 人 ） （ 食 ） （ ％ ）

8,550

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

現状維持

1,558

児童福祉法、東久留米市心身障害児通園施設条例、東久留米市心身障碍児通園施
設条例施行規則、東久留米市心身障害児通園施設運営要綱

方向性：引き続き、栄養バランスの良い、個々に
合った食形態の給食を提供するとともに、適切な支
援、介助により摂食機能の向上を図る。親の栄養相
談にも積極的に応じ、家庭での食習慣の改善にも努
める。

小平市

1,265

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

2,700 1,231 1,469 5,850

西東京市 その他（多摩地区半数以上 ）

希 望 す る
食 数 に 対
し て 提 供
で き た 割
合

2,807

3,446

10,393

方向性：２７年度は経管栄養の必要な新入園児がお
り、これまでどおり規定の手続きにより、適正に医
療的ケアを実施していく。また、新人職員もふえて
きていることから、嘱託医の指導により、日常の健
康管理、救急時の対応やＡＥＤの操作やエピペンの
扱い方等、応急処置についても随時訓練、学習を
行っていく。

達成度

評価：２５年度は栄養士が産休及び育休を取得し、
代替を臨時職員で対応したことから人件費は減。た
だし、調理補助を２名としたことから、事業費は例
年よりも増となっていた。引き続き園児ひとりひと
りに適した食形態及び摂食機能の支援を実施し着実
な成果をあげている。食材の放射能検査を１回実
施。健康課等とともに食育活動に参加し、給食にも
反映している。

有効性 効率性

4,965 5,940 10,905

2,181 2,275 5,721

1,249 6,470 9,277

障害福祉課
わかくさ学園

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象 利用契約障害児

補助
事業 手段

・
内容

園児ひとりひとりの発達・障
害特性（代謝異常、アレル
ギー、接食機能等）に応じた
食事を調理し、給食として提
供する

わかくさ学園給食
事業

給付
事業

意図

接食機能の向上。正しい食習
慣の獲得により、発達の土台
となる健康な体づくりを促
す｡

東村山市 清瀬市

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

□ 該当

17,875

有効性 効率性 達成度
東久留米市心身障害児通園施設条例、東久留米市心身障碍児通園施設条例施行規
則、 東久留米市心身障害児通園施設運営要綱

1,267 633 17

効率性

方向性：今後は幼稚園とのつながりをもち、幼稚園
児への支援を広げる必要性を感じる。同時に保育
園、幼稚園、さらには学童保育の職員の理解及びス
キルアップのため研修会等による支援を行い、市内
の教育、保育現場の障害児支援の力量を高めていく
こと必要である。小平市 東村山市

園児の健康状態を把握し健康
管理を行うとともに、指導・
援助を行い、健康増進を図
る｡

清瀬市小平市 東村山市

園児数

28年度以降
方向性

現状維持

達成度

4,658

□ 該当

利用者数 利用件数

指定管理

前年度において

示した方向性
現状維持

4,658 3,595 8,253

有効性

4,426

3,405 711 872 1,822 11,403 14,808

評価：２６年度は正規の看護師が産休及び育休を取
得し、再任用職員が代替として勤務したため、人件
費は減となっている。また、２６年度は医療的ケア
を必要とする園児がおらず、インフルエンザ等の集
団感染もなかったことから、再任用不在日も臨時の
看護師でも十分対応が可能だったは幸いであった。09-03-03

障害福祉課
わかくさ学園

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的
児童福祉法、東久留米市心身障害児通
園施設条例、 東久留米市心身障

対象 利用契約障害児

補助
事業 手段

・
内容

健康診断、歯科検診、医療相
談、視力検査の他、日常的な
健康状態の把握、医療処置、
及び異常が見られる場合の対
応等。

わかくさ学園園児
健康管理事業

要綱等

給付
事業

□ 該当

その他（多摩地区全市  ）

害児通園施設条例施行規則 、東久留米市心身障害児通園施設運営要綱、東久留
米市立わかくさ学園医療的ケア実施要領

件数

4,965

必 要 な 健
診 及 び 処
置 等 が な
さ れ た 割
合

評価：発達相談室の仮移転により管理費分が０で計
上。一方、２６年度から再任用が２名増えた分人件
費は増加。しかし、計画相談の本格実施に伴い、利
用者は１００名増。また、基本相談も件数の増加の
みでなく、特に困難ケースが増え、支援が長期化す
るとともに、関係機関との連携もますます頻繁かつ
重要になっている。一方、実践や連携の蓄積のより
専門性も向上し多様な問題にも有効な支援が可能に
なっている。

要綱等

5,373 1,434 910 3,029 10,760 16,133

4,426 5,967

要綱等

意図指定管理 その他（　　　　　　　  ）

西東京市

利 用 を 希
望 し 利 用
で き た 割
合

前年度において

示した方向性
28年度以降

方向性
拡大

617 16,608

09-03-02

障害福祉課
わかくさ学園

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的 児童福祉法、障害者総合支援法、
対象

市内在住の発達に心配のある
乳幼児及び障害を有する学齢
児

補助
事業 手段

・
内容

正規職員1名及び再任用職員
１名に再任用２名を新たに配
置し、制度利用者全員の計画
相談実施に対応。親子保育、
機能訓練、訪問相談等により
具体的な支援を提供。困難
ケースは関係機関との連携し
総体的支援を行う。

わかくさ学園発達
相談事業

給付
事業

意図

3,065 8,141

西東京市 その他（多摩地区全市  ）

わかくさ学園維持
管理事業

要綱等

5,671 5,671 2,275

給付
事業

□ 該当

要綱等

意図
施設設備の状態を良好に保
ち、療育環境の安全性と機能
性を確保する。

小平市 東村山市 清瀬市

現状維持

東久留米市心身障害児通園施設条例、東久留米市心身障碍児通園施設条例施行規
則、東久留米市心身障害児通園施設運営要綱

6,091 6,091 3,595 9,686

有効性 効率性 達成度

児童福祉法
対象 施設設備

園児数 件数

持 管 理 に
必 要 で 実
施 さ れ た
保 守 、 修
繕 等 の 割
合

前年度において

示した方向性
現状維持

28年度以降
方向性

方向性：引き続き、残業時間の縮小及びこまめに節
電等に心がけることで光熱水費の縮小に努める。

補助
事業

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

機械設備等の保守点検及び故
障個所等の修繕。ガラス・
床、排水管、カーテン等のク
リーニング。植栽の剪定及び
消毒。清掃委託等。

評価：発達相談室の機能の一部を本園に移転したこ
とに伴う光熱水の使用量の増加、料金の値上げ等で
維持管理費が増加した。

7,946

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

5,076 5,076

義務的 努力義務的

要綱等

園児数 食数要綱等09-03-04

西東京市 その他（多摩地区全市  ）

発達上の問題点を把握し、必
要な助言、援助を行い、その
解決または改善を行う。学齢
児の種々の相談に応じ生活面
での困難さの軽減等を図る。

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

清瀬市

□ 該当

要綱等

その他（　　　　　　　  ）

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

事業費
（実績額）

①
（千円）

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

09-03-01

障害福祉課
わかくさ学園

根拠
法令
等

自主的

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

基本事業番号・名 09-03健康で幸せにすごせるまち 

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 障害者福祉の推進

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

障害児への療育支援

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市



平成27年度事務事業評価表（平成26年度振り返り）

政策名 09

所管課係名

所管課長名

実績値 実績値 実績値

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） 国 都 その他
特定財源に伴
う一般財源

一般財源

事業費
（実績額）

①
（千円）

全庁評価会議
（28年度に向けた

方向性等）

外部評価

事務事業
番号

      成果指標
（意図したことの結果の
数値指標化）

指標

人件費
（理論値）

②
（千円）

基本事業番号・名 09-03健康で幸せにすごせるまち 

事務事業の概要
(根拠法令等、補助・給付区分、事業形態、近隣市状況)

施策番号・名 障害者福祉の推進

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

事務事業名

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

指標 指標

障害児への療育支援

所管課評価
（事務事業の方向性、項目別評価、

所管課としての総合評価及び方向性）

左記「事業費（実績額）」に係る財源

特定財源 一般財源

事業費、人件費

トータル
コスト
①＋②

（千円）

□ □ ■ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

35 990 100 3 3 3

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 35 928 100

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 35 958 100

近隣市
状況

■ ■ □ ■ ■ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

35 217 6,612 3 3 3

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 35 218 6,650

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

□ 直営（委託無）□ 全部委託 ■ 一部委託 □ □ 35 217 6,455

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ ■ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

□ ■ □ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度

340 164 2,317 5 1 3

障害福祉課長
後藤　寿之

□ □ （ 人 ） （ 人 ） （ 件 ）

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）□ 国・都連携 □ その他（　　　　　） 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度 平成25年度

□ 特財の廃止（予定含） 353 139 1,698

□ 市独自上乗せ（上乗せ・横出し）■ 国・都連携 □ その他（　　　　　） （ 人 ） （ 人 ） （ 件 ）

□ 特財の廃止（予定含） 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

事業
形態

■ 直営（委託無）□ 全部委託 □ 一部委託 □ □ 356 12 97

近隣市
状況

■ ■ ■ ■ □ （ 人 ） （ 人 ） （ 件 ）

害児通園施設条例施行規則、東久留米市心身障害児通園施設運営要綱、
東久留米市立わかくさ学園医療的ケア実施要領

20,059 17,114 8,557 1,887

在園児は発達的にも多くの困難を抱えているケース
が多く、日々の療育、家庭支援の実践で高めた専門
性及び支援の力量を次年度の療育につなげていくと
ともに、より広範で専門的力量を要求される相談支
援に生かしていく。

小平市 東村山市 清瀬市

園児数 指導日数

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

20,111 15,976 7,988 1,908 7,988 80,419

8,485 1,854

100,530

西東京市

75,264 93,801

28年度以降
方向性

出席人数

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

要綱等

18,537 16,970

現状維持

8,557 70,600 90,659

有効性 効率性 達成度

評価：年間の行事療育も例年以上の参加者を得て無事実
施することができた。また、日常の療育等により園児ひ
とりひとりが質・量ともに顕著な発達を遂げた。９名が
就学のため、１名が幼稚園入園のため３月末で退園し
た。それぞれ年度の早いうちからグループ職員等との相
談を重ね、スムーズで適正な就学、入園に移行できた。
備考：特定財源＋特定財源に伴う一般財源＞事業費（実
績額）なのは、特定財源に人件費分が含まれるため8,485

前年度において

示した方向性
現状維持

達成度

09-03-06

障害福祉課
わかくさ学園

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的
児童福祉法、東久留米市心身障害児通
園施設条例、 東久留米市心身障

対象 利用契約障害児

補助
事業 手段

・
内容

肢体不自由児、知的障害児、及
び発達障害児の混合の11～12名
のグループを中心とした集団療
育により訓練・指導を行う。ま
た、親子遠足、夏期キャンプ、
運動会等の行事療育により、園
児の経験を広げるとともに、家
族と交流を深め、学園と家庭と
の協力関係を高める。

わかくさ学園児童
発達支援事業

給付
事業

意図

健全な発達を促し、障害を軽
減することにより、自立を促
す。また、さまざまな悩み、
不安を抱えた保護者に対し
て、面談、保護者会等で助言
等を行い子育てを支援する。

□ 該当

要綱等

その他（多摩地区ほぼ全市 ）

□ 該当

□ 該当

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)
評価：例年どおり、朝と帰りの送迎の他、グループ
等の園外活動なための送迎等で運行。２６年度は体
力の関係から早帰りの児童の送りが１年を通して
あったため運行回数が多くなっている。また、安全
のため、降雪により１日運休、台風のため朝の運行
を１時間遅らせた。
備考：特定財源＋特定財源に伴う一般財源＞事業費
（実績額）なのは、特定財源に人件費分が含まれる
ため

12,572

有効性 効率性

園児数 運行回数

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

5,581 11,900

前年度において

示した方向性
現状維持

方向性：シルバー人材センターが運転業務の委託を
受けなくなることから、２７年度以降の１５人マイ
クロバスの運転業務は臨時職員で対応する。また、
現在、２台のマイクロバスは市の所有で運行管理の
みを委託しているが、車両の安全かつ確実な管理、
運行のために将来的には車両も含めた委託を検討し
ていく必要がある。

12,650

28年度以降
方向性

現状維持

1,530

わかくさ学園通園
バス運行事業

要綱等

5,346 3,109 1,555 1,555 7,226

給付
事業

□ 該当

要綱等

意図

家族による送迎が困難なケー
スもあり、毎日の療育が安全
かつ円滑に受けられるように
通園手段を保障する。

小平市 東村山市

補助
事業 手段

・
内容

２９人乗り及び１５人乗りマ
イクロバス2台により市内を
運行。運行管理は運行業者及
びシルバー人材センターに委
託。職員が両方で5人添乗。
所要時間約１時間。

清瀬市 西東京市 その他（多摩地区ほぼ全市 ）

6,319

1,602 6,470

自主的 義務的 努力義務的

対象 利用契約障害児

3,205 1,602

3,061 1,530

児童福祉法、東久留米市心身障害児通園施設条例、東久留米市心身障碍児通園施
設条例施行規則、東久留米市心身障害児通園施設運営要綱

6,180

行政補完的(改正実施年度　　年度) 政 策 的(改正実施年度　　年度)

手段
・

内容

障害児サービスを必要として
いる障害者へ支給の決定を行
い、その利用に対し、事業所
からの請求に基づきサービス
の給付費を支払う。

評価：放課後デイサービスの利用者の増加等によ
り、給付費は増加している。

方向性：児童福祉法による事業であり、妥当である
ため継続して維持する。

34,940 761 140,520

■ 該当

要綱等 ・児童福祉法

指定管理 その他（　　　　　　　  ）

15,340 7,176 3,588 4,576 741 16,081

小平市 東村山市 清瀬市 西東京市 その他（　　　　　　　  ）

前年度において

示した方向性
拡大

28年度以降
方向性

拡大

児童福祉法
176,283 88,141 44,070 44,072 734 177,017

有効性 効率性 達成度

□ 該当

要綱等

139,759 69,880 34,939

09-03-05

障害福祉課
わかくさ学園

根拠
法令
等

09-03-07

障害福祉課
管理係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

対象
市内に住む身体・知的・精神
に障害のある児童

18 歳 未 満
の 身 体 ・
知 的 障 害
者

支 給 決 定
者数

支給件数

補助
事業

児童通所支援サー
ビス事業

給付
事業

意図

障害児に対する療育プログラ
ムの提供、生活能力の向上の
ために必要な支援や余暇など
を提供する。

「有効性」とは成果指標の対前年度比に基づき、「効率性」とはトータルコストの対前年度比に基づき一律に判定したものである。また、「達成度」とは「有効性」と「効率性」の判定をクロスさせることにより画一的に判定したものである。 東久留米市


